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平成３０年第４回牛久市議会定例会常任委員会議案付託表 

 

○ 総務常任委員会 

 

議案第 ６１号  不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関 

         する条例について 

議案第 ６２号  牛久市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正 

         する条例について 

議案第 ６３号  牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

議案第 ６８号  平成３０年度牛久市一般会計補正予算（第２号） 

         別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

議案第 ７３号  公の施設相互利用に関する協定書の一部を変更する協定書について 

議案第 ７４号  損害賠償の額を定めることについて 

議案第 ７５号  損害賠償の額を定めることについて 

意見書案第９号  消費税１０％への引き上げの中止を求める意見書の提出について 
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                午前１０時００分開会 

○杉森委員長 おはようございます。 

 時間前ではありますが、全員おそろいのようですので、ただいまから総務常任委員会を開会い

たします。 

 中根委員より、委員会欠席の届けがありました。 

 本日説明員として出席した者は、市長、副市長、市長公室長、経営企画部長、総務部長、市民

部長、議会事務局長、会計管理者、秘書課長、広報政策課長、広報政策課危機管理監、経営企画

部次長、政策企画課長、財政課長、総務部次長、総務課長、人事課長、管財課長、契約検査課長、

税務課長、収納課長、市民部次長兼交通防災課長、交通防災課参事、市民活動課長、総合窓口課

長補佐、システム管理課長、監査委員事務局長、庶務議事課長であります。 

 書記として關君、田上君が出席しております。 

 本委員会に付託されました案件は、 

議案第 ６１号  不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関 

         する条例について 

議案第 ６２号  牛久市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正 

         する条例について 

議案第 ６３号  牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

議案第 ６８号  平成３０年度牛久市一般会計補正予算（第２号） 

         別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

議案第 ７３号  公の施設相互利用に関する協定書の一部を変更する協定書について 

議案第 ７４号  損害賠償の額を定めることについて 

議案第 ７５号  損害賠償の額を定めることについて 

意見書案第９号  消費税１０％への引き上げの中止を求める意見書の提出について 

 以上８件であります。 

 なお、会議録を作成しますので、マイクを使用して発言していただきますようお願いいたしま

す。また、執行部におかれましては、所属を述べた後に議案説明、答弁等をお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 議案第６１号、不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関す

る条例についてを議題といたします。 

 議案第６１号について提案者の説明を求めます。総務課長。 

○吉田総務課長 総務課吉田です。よろしくお願いいたします。 

 議案第６１号、不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関す

る条例について御説明いたします。 

 本条例は、工業標準化法の改正に伴い、牛久市手数料徴収条例、牛久市個人情報保護条例、牛

久市情報公開条例及び牛久市行政不服審査会設置条例の規定中、日本工業規格を日本産業規格に

改める改正、その対応条項の整理等を行うものです。 
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 以上です。 

○杉森委員長 これより、議案第６１号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある

方は御発言願います。遠藤副委員長。 

○遠藤副委員長 それでは、議案第６１号について質問をしたいと思います。 

 これ、ＪＩＳ規格の対象が今までよりかは拡大をする、名称が変更ということなんですけれど

も、牛久市へ影響というのはどのようなことが想定されるのかを伺いたいと思います。大きく言

って、中小企業がこのような法律の改正によってチャンスがふえるということも聞かれておりま

すけれども、牛久市への影響というのはどのようなことが考えられるのかを伺います。 

○杉森委員長 総務課長。 

○吉田総務課長 影響ということですと、各民間企業の詳細にまでちょっと把握をしておりませ

んので、具体的に影響ということになりますと、こちらのほうではちょっとわかりかねます。 

 以上です。 

○杉森委員長 遠藤副委員長。 

○遠藤副委員長 牛久市の商業ですか、その中ではやはり中小の方がかなり多いというふうに聞

いていますけれども、データとかサービスとか経営管理までいろいろと緩和をされているという

ことも出ております。今回の条例改正では、名称が変わるということでの改正ということが出て

いるんですけれども、その辺のところまでは市には余り影響はないというふうに感じていらっし

ゃるのかどうか、その辺をちょっともう一度お伺いをいたします。 

○杉森委員長 総務課長。 

○吉田総務課長 繰り返しになりますが、ちょっと個々の市内業者の状況について把握しており

ませんので、どの程度の影響になるかはちょっと私のほうではわかりかねます。 

 以上です。 

○杉森委員長 そのほかございませんか。よろしいですか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○杉森委員長 以上で議案第６１号に対する質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第６２号、牛久市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。 

 議案第６２号について提案者の説明を求めます。人事課長。 

○二野屏人事課長 人事課の二野屏です。よろしくお願いいたします。 

 私から牛久市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例に

ついて御説明いたします。 

 当条例改正は、人事院勧告に基づき、市長、副市長、教育長の１２月の期末手当の支給月を０．

０５月引き上げるものとなります。また、平成３１年度からの６月期と１２月期の勤勉手当の支

給月数が均等となるよう変更するものとなります。 

 以上です。 

○杉森委員長 これより、議案第６２号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある
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方は御発言願います。伊藤委員。 

○伊藤委員 こちらの条例は、連動して市議会議員も対象になってくるのかという改めて確認と、

年間に増加する費用についてお示しいただければと思います。 

○杉森委員長 人事課長。 

○二野屏人事課長 伊藤委員の御質問にお答えします。 

 議員についての手当につきましては、議員の条例のほうが特別職、この条例の支給率、支給月

数を引用することとなっておりますので、議員のほうの手当もこの特別職条例の率と同様になり

ます。それと、影響額についてなんですけれども、特別職３名で１２万６，５００円となってお

ります。 

 以上です。 

○杉森委員長 伊藤委員。 

○伊藤委員 市議会議員も加えた影響額というのは出していらっしゃいますでしょうか。０．０

５カ月ということなので、２万円掛ける２２ということにはなると思うんですけれども。 

○杉森委員長 人事課長。 

○二野屏人事課長 市議会議員全員での影響額としましては４９万７，９５０円を想定しており

ます。 

 以上です。 

○杉森委員長 よろしいですか。そのほかございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○杉森委員長 以上で議案第６２号に対する質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第６３号、牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてを議題と

いたします。 

 議案第６３号について提案者の説明を求めます。人事課長。 

○二野屏人事課長 牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について御説明いたし

ます。 

 当条例改正は、人事院勧告に基づき市職員の給料の額を改正するものであり、給料月額につい

ては平均０．２％引き上げ、勤勉手当については、一般職、再任用職員とも０．０５月引き上げ

るものとなります。給料の具体的な引き上げ金額については、大学初任給で１，５００円、２０

代の若年層の職員については１，０００円程度、中高年層でも最低４００円の引き上げとなって

おります。また、あわせて平成３１年度からの６月期と１２月期の勤勉手当の支給月数が均等と

なるよう変更するものとなります。 

 以上です。 

○杉森委員長 これより、議案第６３号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある

方は御発言願います。遠藤副委員長。 

○遠藤副委員長 市の職員の給与に関する条例改正なんですけれども、これも６２号と影響する

と思うんですけれども、市の影響額ですね、どのくらいの影響がこのことによって出てくるのか、
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その辺を確認をしたいと思います。 

○杉森委員長 人事課長。 

○二野屏人事課長 遠藤委員の質問にお答えいたします。 

 先ほど伊藤委員にお答えいたしました特別職と市議会議員も含めた全体、時間外手当の差額等

も含めた全体では、約１，３２５万円程度の増加を見込んでおります。 

 以上です。 

○杉森委員長 そのほかございませんか。よろしいですか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○杉森委員長 以上で議案第６３号に対する質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第６８号、平成３０年度牛久市一般会計補正予算（第２号）別記記載の当該委員会

の所管事項についてのみを議題といたします。 

 議案第６８号について提案者の説明を求めます。財政課長。 

○山﨑財政課長 財政課山﨑です。よろしくお願いします。 

 それでは、財政課所管の一般会計補正予算案、こちらについて御説明申し上げます。 

 補正予算書８ページをお開きください。 

 第４表の地方債補正となります。追加と変更がございます。 

 上段の橋梁改修事業債、こちらは刈谷大橋補修工事、今回補正していますけれども、こちらの

事業費増に伴いましての起債額の増額、追加となっております。１，２５０万円です。 

 下の段の変更、こちらはひたち野うしく中学校建設に対する起債でございまして、補正前に対

しまして４，２８０万円の減額。その結果、５億７，６２０万円となっております。内容としま

しては、今回事業費の増減はございません。しかしながら、国庫補助金等の特定財源が増額しま

した。その結果、市の負担額が減ったため、市の負担額である起債額の一部が減額となっており

ます。 

 続きまして、１４ページ、１５ページをお開きください。 

 歳入となります。 

 ２段目の款１８繰入金項２基金繰入金１の財政調整基金繰入金、こちらは財源調整です。歳入

歳出差し引き財源不足額５億９，１４０万１，０００円、こちらの計上となっております。 

 最後になりますけれども、２６、２７ページをお開きください。 

 一番下の段です。款１２公債費項１公債費目の２の利子となります。償還金利子及び割引料、

起債地方債の償還利子１，７００万円の減額となります。こちらは、平成２９年度借り入れ分が

確定しまして、額の確定、また償還利率、これも借り入れしたことによる確定で、見込みより落

ちたということで１，７００万円の減額となっております。 

 財政課は以上でございます。 

○杉森委員長 税務課長。 

○木村税務課長 税務課木村です。よろしくお願いします。 

 資料１３ページをごらんください。 
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 歳入の増額補正となります。 

 こちらは、固定資産税の償却資産を９，０００万円増額となります。主な理由としましては、

企業等の設備投資及び太陽光発電設備の新設による償却資産の増加となります。該当する企業と

しましては、桂工業団地、奥原工業団地の企業及び既設の大型企業と医療法人となっております。 

 以上です。 

○杉森委員長 交通防災課長。 

○植田市民部次長兼交通防災課長 交通防災課植田です。よろしくお願いします。 

 補正予算書１２ページ、１３ページをごらんください。 

 一番下の款１５県支出金の中の一番下ですね。街頭防犯カメラ設置事業補助金、定額というこ

とで１２０万円の歳入を補正しております。こちらにつきましては、来年度実施される国体に向

けての街頭防犯カメラを設置するということで、県、茨城県警察本部のほうから１台当たり２０

万円の補助が来ております。合計６台が該当するということになっております。 

 それと、歳出のほうで１６、１７ページをごらんください。 

 款２総務費の枠の中の一番下、０１０９東日本大震災における被災者の生活再建を支援する、

こちらにつきましては、浪江町から１名の方が避難して牛久にお住まいであります。その応急仮

設住宅、アパートを借り上げしているんですが、それの更新料とあと４月分１カ月分の家賃の補

正という形になります。 

 以上です。 

○杉森委員長 人事課長。 

○二野屏人事課長 私からは、人事課所管の補正予算の概要について説明させていただきます。 

 補正予算書１６ページから始まる歳出の各款項目に計上しております人件費につきまして、一

般会計の人件費全体で約７８０万円の増となっております。 

 内容の主なものとしまして、増加分としては、期末勤勉手当等が約１，４００万円、市町村共

済組合負担金が１，１００万円の増。減少分では、給料が約３，２００万円の減となっておりま

す。 

 今回の補正の理由としまして、減額では、勧奨退職や新規採用が予定数に達しなかったこと。

増額では、人事院勧告による勤勉手当支給月数の引き上げによる増加や共済費の標準月額の上昇

の見込み不足によるものが主な理由となります。その他としましては、人事異動等による人数や

人の異動に伴う人件費の額の変更などが今回の補正と理由となっております。 

 以上です。 

○杉森委員長 市民活動課長。 

○糸賀市民活動課長 市民活動課糸賀でございます。 

 市民活動課所管の補正について御説明を申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 

 １４、１５ページをお開きいただきたいと思います。下から２番目でございます。 

 款、諸収入、雑入の雑入、自治総合センターコミュニティ助成金でございます。こちら２５０
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万円の減額となっておりますのは、毎年２つの行政区を申請しておりますが、そのうちの１つが

不採択となった分の減額となります。 

 それに伴いまして、歳出でございます。 

 １６、１７ページをごらんいただきたいと思います。 

 款、総務費、総務管理費の１０番、自治振興費でございますが、こちらの１９番補助金でござ

います。同じく０１１０自治宝くじ資金を活用してコミュニティ団体を助成する、こちらも同じ

く２５０万円の減額となっております。 

 以上です。 

○杉森委員長 総合窓口課長補佐。 

○糸賀総合窓口課長補佐 総合窓口課の糸賀です。よろしくお願いいたします。 

 総合窓口課所管の補正予算について御説明いたします。 

 歳入予算につきましては、補正予算書１４ページをごらんください。 

 款１５県支出金項３委託金目１総務費委託金、茨城県証紙売りさばき委託金６万３,０００円、

款２０諸収入項５雑入目４雑入、旅券交付事務印紙等売却代６１０万円及び旅券交付事務印紙等

売りさばき委託金６万円は、今回、歳出補正いたしますパスポートの申請件数の増加による茨城

県収入証紙と収入印紙の売却代及び売りさばき委託金の増額補正でございます。 

 次に、歳出につきまして、１６ページ、１７ページをごらんください。 

 款２総務費項１総務管理費目１４総務窓口費、０１０３パスポート申請を受付し交付する、１

１需用費６１０万円は、パスポートの申請件数の増加による茨城県収入証紙と収入印紙の購入の

ための増額補正でございます。 

 以上です。 

○杉森委員長 説明はほかにありませんね。 

 これより、議案第６８号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方は御発言願

います。尾野委員。 

○尾野委員 １７ページ、０１０９東日本大震災における被災者の生活再建を支援する、７万４,

０００円の補正が組まれまして、先ほど御説明いただいて１名のアパート借り上げということで

ございましたけれども、そういたしますと、もう東日本大震災からことしで８年目になるわけで

すけれども、ほかに支援をしているという世帯とか、今はもうほとんどないということで理解し

てよろしいでしょうか。 

○杉森委員長 市民部次長兼交通防災課長。 

○植田市民部次長兼交通防災課長 お答えします。 

 今現在、避難されて支援をしているのはこの１名だけという形になります。一昨年あたりまで

は数名いたんですけれども、皆さん、牛久市内に家を建てて自立したりという形になっておりま

す。 

 以上です。 

○杉森委員長 そのほかございませんか。山越委員。 
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○山越委員 おはようございます。 

 今、パスポートの件でるる御説明いただきましたけれども、発行の増加が見られたということ

なんですけれども、具体的に、ここ数年でもいいです、あるいは昨年対比でも結構ですが、具体

的にどのぐらいふえているのかお示しをできたらありがたいと思いますが。 

○杉森委員長 総合窓口課長補佐。 

○糸賀総合窓口課長補佐 山越委員の御質問にお答えいたします。 

 パスポートの交付件数の実績のほうを申し上げます。過去３年ですと、平成２７年２，５４０

件、２８年２，７２０件、２９年２，７７２件となっております。 

 以上です。 

○杉森委員長 遠藤副委員長。 

○遠藤副委員長 １２、１３ページの固定資産税のところです。９，０００万円の補正額が上が

っているんですけれども、企業の設備投資とか太陽光発電によるということの御説明がありまし

たが、もう少しこの辺を詳しく伺いたいと思います。 

 それと、先ほどの東日本の被災者の生活支援なんですが、現在、避難者１名ということですが、

この使用料、賃借料については、期限というのはいつまでこの方に賃借料を支払うことができる

のか、その辺を伺います。 

○杉森委員長 税務課長。 

○木村税務課長 遠藤副委員長の御質問にお答えします。 

 詳しくということですので、特段企業名はちょっと挙げることはできないんですが、桂工業団

地の企業で設備投資ということで約１，９００万円、奥原工業団地の１企業ということで約１，

１００万円、また既設の大型企業ということで約１，０００万円、あと医療法人のほうから約９

００万円ということで、設備投資のほうで金額が上がってきております。 

 また、太陽光発電につきましては、奥野地区方面で大規模な太陽光発電の設備投資などもあり

ますし、また、大企業の屋根などにも太陽光のパネルを設備投資しているところも数多くありま

すので、そういうものも積み上げましてトータルで９，０００万円というふうになっております。 

 以上です。 

○杉森委員長 交通防災課長。 

○植田市民部次長兼交通防災課長 お答えします。 

 今回、これまでも１年１年日延べになっているんですけれども、３０年度いっぱいで応急仮設

住宅の補助、支援を区切られていたんですが、それが１年延長になったことで、４月分の家賃と

あと更新手数料ですね、前払いで納めるような形になりますので、今回１カ月分の家賃を補正さ

せていただいているということです。今回は３１年度末までということになります。 

 以上です。 

○杉森委員長 遠藤副委員長。 

○遠藤副委員長 固定資産税のところなんですが、今、太陽光発電については屋根のパネル等に

ついてもこの対象になるということなんですが、その太陽光発電を屋根につけたとかなんかそう
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いうような把握というのは、これは申請によるものなのか、さもなければどういう形で把握をし

ているのかをもう一回伺いたいと思います。 

 それと、東日本のほうは３１年の末ということなんですが、国のほうもこの家賃補助ですか、

そういうものについてはかなりシビアになっているところもあるんですが、これは国の動向を見

ながらということになっていると思いますが、国からの負担というのは一切ない、全部市の負担

になっているのかどうか、その辺をもう一回確認をしたいと思います。 

○杉森委員長 税務課長。 

○木村税務課長 遠藤副委員長の再質問にお答えします。 

 太陽光発電の件なんですが、こちらにつきましては、償却資産の申告の締め切り期限が１月３

１日となっておりますので、その申告書のほうを見て確認をしております。また、毎年１月１日

時点ということで年末に航空写真を撮っておりますので、その航空写真などで前年度の写真と比

較をし、太陽光パネルが載っているときにはそれも確認して課税のほうに反映させております。 

 以上です。 

○杉森委員長 市民部次長兼交通防災課長。 

○植田市民部次長兼交通防災課長 こちらの支援する金額については、福島県で全額負担してい

ただいております。 

 以上です。 

○杉森委員長 そのほかございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○杉森委員長 以上で議案第６８号に対する質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第７３号、公の施設相互利用に関する協定書の一部を変更する協定書についてを議

題といたします。 

 議案第７３号について提案者の説明を求めます。政策企画課長。 

○栁田政策企画課長 政策企画課栁田です。よろしくお願いいたします。 

 議案第７３号、公の施設相互利用に関する協定書の一部を変更する協定書につきまして説明さ

せていただきます。 

 平成１４年１２月１９日に龍ケ崎市と公の施設相互利用に関する協定書を締結いたしまして、

お互いの市民の利便性の向上を図っております。今回、その対象施設のうち、龍ケ崎市市街地活

力センターまいんが本年１０月３１日をもって閉館となったことから、対象施設から除外する協

定に変更するものです。 

 以上です。 

○杉森委員長 これより、議案第７３号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある

方は御発言願います。よろしいですか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○杉森委員長 以上で議案第７３号に対する質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第７４号及び議案第７５号、損害賠償の額を定めることについてを一括議題といた
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します。 

 議案第７４号及び議案第７５号について提案者の説明を求めます。管財課長。 

○山岡管財課長 管財課山岡です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第７４号及び７５号につきまして一括して説明をさせていただきます。 

 まず、議案第７４号、損害賠償の額を定めることについて。平成２７年３月２日発生の公用車

による交通事故に伴う損害賠償の額を定めることにつきまして、当事者と示談の内容が調いまし

たので議会の議決を求めるものでございます。 

 事故の経緯でございますが、平成２７年３月２日午後３時２５分ごろ、牛久市ひたち野東五丁

目５番地１付近の交差点において、高齢福祉課嘱託職員の運転する公用車が右折をした際、前方

より走行してきた相手車両、これはオートバイなんですが、気づかず進行したことで相手車両が

転倒し、公用車と接触したことによりまして運転者及び車両を損傷させ、損害を与えたものでご

ざいます。相手の方はナカジマアキラさん、こちらは阿見町の方です。過失割合は、市が９０％、

相手方が１０％です。損害賠償額は１,００６万８，３９０円で、こちらは全額保険での対応とな

ります。 

 次に、議案第７５号につきましては、議案第７４号で説明をいたしました事故におきまして、

相手の方が国民健康保険の保険者であったことから、相手の方から損害賠償請求権を受託しまし

た茨城県国民健康保険団体連合会と示談をしまして損害賠償を行うものでございます。こちらは

支払い先は茨城県国民健康保険団体連合会となります。過失割合ですが、市が８５％、相手方が

１５％です。損害賠償額は１１０万５,７８７円で、こちらも全額保険対応となります。 

 以上です。 

○杉森委員長 これより、議案第７４号及び議案第７５号に対する質疑及び意見を行います。質

疑及び意見のある方は御発言願います。遠藤副委員長。 

○遠藤副委員長 それでは、数点伺いたいと思います。 

 まず、この事故でオートバイということなんですが、かなりこの損害賠償の金額が大きいとい

うこと。このバイク自体がかなりの高価なものだったのかどうかということも含めて、金額が大

きくなった、ちょっとですね。平成２７年とかなり前の事故だったということもあって、その辺

は全協で少しは伺っているんですが、その辺をもう少し伺いたいと思います。 

 それと、過失割合。７４号では９０％、市の過失割合ですね。それで７５号については８５％

ということで、この辺の差をどのように見たらいいのかを伺います。 

○杉森委員長 管財課長。 

○山岡管財課長 それでは、遠藤副委員長の質問にお答えをいたします。 

 バイクの値段なんですけれども、バイクについてはそれほど高価なものではございませんで、

バイクについての補償は２０万円程度となっております。 

 次に、時間がかかった経緯ですけれども、こちらについては、まず事故が発生をしまして、そ

の後、ある程度入院と通院をしておりまして、症状が固定された後に後遺障害が出まして後遺障

害の診断をとりまして、その後、障害に対しての等級申請をしました。等級申請をして、等級が
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確定をした後に示談交渉開始となりましたので、その辺で時間もかかっております。また、この

後、示談交渉に関しまして相手方からの資料の提出とかがちょっとおくれたこともございまして、

時間がかかったということになってございます。 

 ３つ目の過失の割合ですけれども、まず相手方との過失の割合が９０％ということですけれど

も、こちらは相手の保険会社とのやりとりです。次に、７５号での８５％というのは、国民健康

保険団体連合会との示談交渉の結果、８５％になってございます。 

 額が大きい理由につきましては、先ほど申しましたように後遺障害等もございまして、それに

対しての補償ということで、治療費のほかに休業補償とか損害の慰謝料、または後遺障害の逸失

利益ということで、後遺症が出たことによって仕事ができなくなった部分での慰謝料が含まれて

おりまして、金額がこのようになってございます。 

 以上です。 

○杉森委員長 遠藤副委員長。 

○遠藤副委員長 今の御答弁の中で、詳しくはお聞きするわけにはいかないんでしょうかね。慰

謝料が幾らだとかその内容についてはどうなのか、その辺をちょっともう一度、もしお答えいた

だければと思います。 

 それと、こちらのほうですね、これは相手方のあれなんですけれども、多分市の公用車につい

ても損害を受けているんではないかと思いますが、その辺はどのようになっているのか伺います。 

○杉森委員長 管財課長。 

○山岡管財課長 それでは、遠藤副委員長の再質問にお答えをいたします。 

 損害賠償額の内容なんですけれども、結構細かくなってございまして、主な大きなものをです

ね。まず、後遺障害の逸失利益ということで約５００万円です。傷害の慰謝料が１３５万円です。

後遺障害の慰謝料が２３０万円程度です。あとは、休業補償とか通院交通費であるとか入院の雑

費という形になってまいります。 

 また、市の公用車ですけれども、市の公用車については、公用車の損害は１７万円となってご

ざいます。 

 以上です。 

○杉森委員長 尾野委員。 

○尾野委員 １点素朴な質問なんですけれども、身体のほうについては等級の設定までいろいろ

時間がかかったということはわかるんですけれども、物損のバイクのほうを先にこちらのほうに

上程されなかったということは、一緒にやっぱりこういうものはセットでやっていくものなんで

しょうか。その辺お願いします。 

○杉森委員長 管財課長。 

○山岡管財課長 こちらは人身、物損とも示談交渉を一緒にやってございますので。 

○杉森委員長 ほかにございませんか。山越委員。 

○山越委員 最終的には一般的なお話になるかとは思うんですが、この事故の件に関してどうか

という話ではなくて、事故は私も含めて起こさないように、起きないように戒めなければいけな
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いというのが教訓だと思います。そこで、一般的な話といいますのは、毎回、議会運営委員会で、

いわゆる軽微なものまで含めて専決等とみに最近多くなっているのではないかなという、これ、

申しわけありません、感覚的なあれで言っていますので、実際に数字を出されたらそんなことも

ありませんよとおっしゃるかもしれませんけれども、それで、そのたびごとに、議運の開催のた

びごとに、再発防止云々について総務部長にお願いをしているわけでございます。 

 それで、具体的にどのような、いわゆる職員さんたちに、当たり前の話なんですが、交通事故

なり、それから道路の整備なり施設の良好な提供、そういったものまで含めてどういった指導を

なさっているのか、そこをちょっときょうは詳しくお聞きできたらいいのかなと思います。 

○杉森委員長 総務部長。 

○中澤総務部長 総務部の中澤でございます。よろしくお願いをいたします。 

 今、山越委員からお話がございましたけれども、職員に対しましては、管理職を通じてまず全

体的なメールで職員に通知をいたします。注意しなさいということでメール配信をして、それか

ら、部長会議等で上から、職員、毎日のようにミーティングをしていますので、朝礼等で注意を

促す。それから、今のところは年１回、全員が、交通安全の研修を職員向けにしておりまして、

それを必ず受講するようにしております。 

 以上です。 

○杉森委員長 事故の件数の推移やなんかも今、何か質問にあったように思いますが。今、出ま

せんか。人事課長。 

○二野屏人事課長 山越委員の御質問にお答えします。 

 事故の件数につきましては、今、平成２１年度からの事故件数の数字を持っているんですけれ

ども、ほぼ３０件から３５件の間で、例年件数としてはほぼ横ばいの数字となっております。 

 それと、研修につきましては、今年度末にドライブシミュレーターを使った運転に関する研修

なども計画しております。 

 以上です。 

○杉森委員長 山越委員。 

○山越委員 ありがとうございます。そうすると、事故に関してはさほどの変化はないと。これ

だけの人数がいらっしゃる、会社でいえばこれだけの人数がいらっしゃるわけですから、ある程

度の確率で起きてしまうということもあるかもしれません。 

 それはそれで了解なんですが、特に申し上げたいのは、毎回専決で上がってくる――専決がい

けないということではなくて、専決で上がってくるいわゆる軽微なあれがございますよね。例え

ば、良好な道路環境の提供ができなかった、あるいは劣化してしまった、そのために車に損害を

与えたとかという軽微な、いわゆる専決で上がってくるのが少しふえているんじゃないのかなと

いう感覚を持っているわけですよね。ですからその辺のところは、交通事故はもちろん、その辺

も含めて継続的に強力に指導を進めていっていただけたらというふうに、これはお願いでござい

ます。 

○杉森委員長 そのほか質疑及び意見のある方はお願いいたします。よろしいですか。 
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        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○杉森委員長 以上で執行部提出議案に対する質疑及び意見は全て終了いたします。 

 続いて、討論を行います。討論ございませんか。伊藤委員。 

○伊藤委員 議案第６２号につきまして、こちらは人事院勧告に伴い勤勉手当等の引き上げとい

うことでございますが、人事院勧告に必ずしも特別職の市の給与を連動させる必要もなく、また、

近年の課題が山積している状況も鑑みまして、こちらには反対したいと思います。 

 以上です。 

○杉森委員長 ほかにございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○杉森委員長 なければ、以上で討論を終結いたします。 

 これより、付託されました案件につきまして順次採決いたします。 

 採決は挙手により行います。 

 議案第６１号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○杉森委員長 挙手全員であります。よって、議案第６１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６２号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○杉森委員長 挙手多数であります。よって、議案第６２号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６３号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○杉森委員長 挙手全員であります。よって、議案第６３号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６８号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○杉森委員長 挙手全員であります。よって、議案第６８号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７３号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○杉森委員長 挙手全員であります。よって、議案第７３号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７４号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○杉森委員長 挙手全員であります。よって、議案第７４号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７５号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○杉森委員長 挙手全員であります。よって、議案第７５号は原案のとおり可決されました。 

 ここで、執行部の方は退席されても結構です。 

 次に、意見書案第９号、消費税１０％への引き上げの中止を求める意見書の提出について。 

 意見書案第９号について意見のある方は御発言願います。遠藤副委員長。 
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○遠藤副委員長 それでは、意見書案第９号について、私は賛成の立場でいろいろ意見を述べた

いと思います。 

 今、来年の１０月からの消費税率１０％へ引き上げということで、２％上げると５．６兆円税

収が見込まれているんですね。今、政府のほうでは、軽減税率、それから幼児教育無償化、あと

給付金とかいろいろと政策を打ち出してはいるんですけれども、結局、軽減税率１兆円、これを

除きますと４．６兆円は一旦私たち国民が払うことになってきます。幼児教育の無償化といって

も対象にならない世帯も出てくる。また、給付金についても全員がもらえるわけではないという

ことでは、やはり１０％というのは多くの問題を抱えていると思います。 

 それと、今いろんな情報が出ているんですけれども、クレジットカード、それで使うとかなり

還元率も高いとか、それから、やっぱり今高齢者についてはカードを持たない方も多くなってい

ます。それと、マイナンバーカードの利用についてもいろいろと取り沙汰をされているというこ

とでは、あれこれといろいろな軽減策を言っていますけれども、かなり複雑にするだけの今回の

消費税率の１０％というふうに私は考えます。 

 軽減税率についても多くの方も言っていると思いますけれども、例えば日本酒が１０％、甘酒

は８％、同じお酒ということではかなり複雑になっていますし、例えばリポビタンＤというのは

１０％だそうです。オロナミンＣが８％。何か本当にどうなんだろうというぐらい。スーパーで

いろいろと棚に陳列されていても、消費者も覚え切れないし、お店のほうでもかなり複雑になっ

てしまうということであるということです。 

 ですから、そういうような複雑な税率区分、国民を大混乱に陥れるということはもう今からで

もいろんな方からも言っておりますし、中小企業の方には多額な負担を強いるようなものに、排

除されてしまうというようなことも言われておりますので、この意見書、消費税率１０％への引

き上げの中止を求める意見書、ぜひ賛同を皆さんと一緒にしたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

○杉森委員長 ほかにありませんか。尾野委員。 

○尾野委員 確かに消費税アップということで、誰でも経済的な負担がふえるというところにも

ろ手を挙げて賛成はしたくないという気持ちはあると思います。しかしながら、今、日本におい

ては、私たちは世界に例のない少子高齢社会の中に住んでいるというところであります。ですの

で、現実的な問題としてこれまでの社会保障を維持するためには、幅広く負担を分かち合うとい

うことはやっぱり必要なのではないかというふうに考えます。そういうことで理解されている国

民の方も多くおりますし、しかしながら、せめて毎日食べるものは今のままの税率でというその

庶民の思いを形にしたのがやっぱり軽減税率というふうに考えます。 

 いろいろなもう今、試行錯誤でいろんなことが確かに出て複雑になっているということも理解

はできますけれども、基盤で、基本的な部分では軽減税率というのはやっぱり、消費税にはこれ

まで所得の低い人ほど負担が重くなる逆進性ということは、本当にそこに問題があるということ

で言われてきていますけれども、その緩和策としての軽減税率ということで、所得が低い方が収

入に占める飲食料品の支出の割合が高いという、そうした人に恩恵が受けられる軽減税率という
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ふうに理解をいたしておりますので、私としてはこのままやっぱり今のこの流れの中で行くべき

かなというふうに思っております。私の意見はそういうことです。 

○杉森委員長 そのほかございますか。遠藤副委員長。 

○遠藤副委員長 今、尾野委員のほうからも軽減税率についてはという御意見がございました。

今までも消費税アップのたびに社会保障、社会保障のためにというふうにおっしゃられて今まで

来ているわけなんですけれども、じゃあ社会保障がよくなったかというと決してそういう状況で

はないと思いますね。なぜかというと、いろいろな保険料等についても上がっているし、それか

ら年金もカット、少しずつ少しずつ減らされている。それから、医療とか介護保険料など、そう

いうものがどんどんどんどんよくなっているかと思うと、決していいほうには向かっていないと

いうことは、社会保障にこれが使われていないということが明らかではないかと思います。 

 私どもは、やはり税金の使い方もそうですし、集め方、そこをやっぱり見直しをしていくとい

うこと。御存じだと思いますけれども、大企業とか富裕層の方たち、かなり優遇されている不公

平な税制、今の形だと思っています。そういうことも含めまして、やっぱり暮らしとか社会保障、

そういうように重点的に使い方を変えていく。それにはこの消費税というのは一番似合わない税

制だと思いますので、その辺では、社会保障に使われたと今おっしゃられていましたけれども、

決してそうではないということを指摘をしたいと思います。 

○杉森委員長 そのほか。山越委員。 

○山越委員 今、細かい部分については、軽減云々あるいは社会保障、それからさまざまな点に

ついては尾野委員のほうから説明もございました。 

 私は大きな視点からちょっと申し上げさせていただきたいんですが、今現在１，０００兆円を

超えるような借金を抱えている。なおかつ、その中で持続していく日本をつくって継続していか

なければいけない、そういう使命。本当にはざまに挟まれて、これは将来もっともっとそのギャ

ップというのは大きくなってきて大変な時代が来るように私個人は感じております。第一が、現

状からいっても、これは一般的な話じゃなくて、皆さんの、今現在いらっしゃる私たちの子供の

子供、まだ生まれていません。この生まれていない子供さんたちが持って出てくるであろうキャ

ッシュカード、クレジットカードを今の私たちが食ってしまって使ってしまっているという状況

をよく考えていただきたい。そういうことなんです。その方が数十年後に生まれてきて、俺たち

そんなの知らないよ、聞いていないよ、何でこんな国にしちゃったんだよという大きな視点から

考えていけば、そして、この国をイタリア、ギリシャ、そのようにしちゃいけないという観点か

ら考えれば、税はどうしても国民全員が分担して支払っていかなければいけない、そういうふう

に考えるわけでございます。 

 確かに、政府、自民党、やっていることが全ていいとは私も思いません。細かいところで何を

こんなことをやってるんだよという部分はあります。ありますが、大きい部分から考えて、何と

いうんでしょうか、このとりあえず１０％、私は１０％で済まないと思っていますけれども、１

０％の増税に関してはいたし方なく賛成の立場から申し上げるものでございます。以上でありま

す。 
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○杉森委員長 ほかにございませんか。若干もう討論になっているような感じですが、よろしい

ですか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○杉森委員長 なければ、以上で意見書案第９号についての意見を終結いたします。 

 続いて、討論を行います。よろしいですか。 

 なければ、以上で討論を終結いたします。 

 これより、意見書案第９号について採決いたします。 

 採決は挙手により行います。 

 意見書案第９号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○杉森委員長 挙手少数であります。よって、意見書案第９号は否決されました。 

 以上をもちまして、本委員会に付託されました案件審査は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員長報告書の作成は委員長一任ということで御異議ありませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○杉森委員長 御異議なしと認めます。よって、委員長報告書の作成は委員長一任と決定いたし

ました。 

 これをもちまして、総務常任委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

                午前１１時０４分閉会 


